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記 者 発 表 資 料 
 

土木系学生が手づくりのコンクリートカヌーで競います 

 ～ 海の森水上競技場で『コンクリートカヌー大会』開催 ～ 
 

 
(社)土木学会関東支部では、土木工学を学び「土木」の次世代を担う若い学生の皆さんに、工学

の原点とも言える「ものづくり(創造)の楽しさ」に遊び心を交えて体験することを目的として、毎

年「コンクリートカヌー大会」を開催しています。 

本大会は今年で28回目となり、関東地方だけでなく東北から九州までの各地方の学校からも参

加申し込みがあり、24チーム（大学・高専9チーム、高校15ーム）が参加します。学生の皆さん

が手づくりのコンクリートカヌーを持ち込み、180ｍのレース（決勝は420ｍ）を行い「機能美」

と「スピード」を競い合います。 
 

       開 催 日 時        令和５年８月５日(土)  10:00～15:30 
    開 催 場 所        東京都江東区海の森三丁目６番44号 

       主   催  (公社)土木学会関東支部 

    後   援  国土交通省関東地方整備局、東京都 

    協   賛   日刊建設工業新聞社､日刊建設通信新聞社 

            セメント新聞社、日本工業経済新聞社 
        スケジュール   10:00     開会式 
              11:20-12:20   午前の部(予選) 
                         13:00-14:45   午後の部(敗者復活戦、準決勝、決勝) 
                         15:15          閉会式(表彰式) 
 

なお、この大会では安全性を確保するため、これまでの大会と同様に、以下のことに配慮して

います。 
１）カヌーの製作規定において、カヌー内部が水で満たされても浮かぶだけの十分な浮力を取付け

ることを規定しています。この規定のチェックは大会直前に行っており、違反するカヌーは進

水を許可しません。 

２）大会において、レース参加者全員に救命胴衣の着用を義務付けています。 

     （主催者側が十分な数の救命胴衣を準備しています。） 

３）レースに出走するカヌー１艘につき１名、監視員を配備しています。 

４）万が一の場合に備えて、レースを行う水面にはモーターボートを配備しています。このボート

にはスキューバを付けたダイバーが乗船しています。 

 
 

令和５年７月 28 日 

(公社)土木学会 関東支部 

 

発 表 記 者 ク ラ ブ             
 

都庁記者クラブ、竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会 
 

問 い 合 わ せ 先            

(公社)土木学会関東支部                    〒160-0017 
       ｢コンクリートカヌー大会｣係        東京都新宿区左門町6-17  SEN四谷ビル5F 

高野 美和子           電話 03-3358-6620 
近江 健吾        電話 03-3561-3914 (清水建設（株）)  
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第２８回 土木系学生によるコンクリートカヌー大会 

土木学会関東支部60周年記念大会 

 

主 催 ： 土木学会関東支部 

協    賛 ： 日刊建設工業新聞社，日刊建設通信新聞社，セメント新聞社、日本工業経済新聞社 

後 援 ： 国土交通省関東地方整備局，東京都 

開 催 日 ： 令和 ５年 ８月 ５日（土） 10:00 ～ 15:30 

場 所 ： 海の森水上競技場 

目 的 ： コンクリート（ここでは，セメントコンクリートやセメントモルタル等のセメント系複合材料を指す

ものとする）を用いてカヌーを製作し，物造りの楽しさを学生達に実感してもらう。 

参加チーム ： 24チーム （大学・高専9、高校15） 

 

＜スケジュール＞ 

◆集合（本部にて要受付） 

9:20 集合、製作規定のチェック 

◆開会式 

10:00 開会式、開会挨拶 

10:15 レース組合せの発表 

◆練習・進水テスト 

10:20～11:15  

◆午前の部 レース 

11:20 予選 【第1～4 レース】 

◆昼休み 

12:20～13:00 

◆午後の部 レース 

13:00 敗者復活戦 【第5～6レース】 

13:40 準決勝 【第7～8レース】 

14:20 決勝 【第9レース】 

15:00 閉会式 （結果発表と賞品授与） 

15:15 閉会挨拶 

 

 
 
 

＜表彰＞ 

①総合点 ：優勝、準優勝、３位 

②競漕点 ：大学の部、高校の部 

③技術賞 ：大学の部、高校の部 

④敢闘賞 

⑤デザイン賞 

⑥特別賞 

・６０周年記念特別賞 

・日刊建設通信新聞賞 

・日刊建設工業新聞賞 

・セメント新聞賞 

・日本工業経済新聞賞 
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＜大会場所＞ 

 

 

 

 

＜会場案内図＞ 
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参加チーム一覧表 

 

【 大学・高専 の 部 】大学・高専 ９校、 ９チーム 

・東海大学 

・東京大学 

・芝浦工業大学 

・日本大学 

・群馬工業高等専門学校 

・横浜国立大学 

・東北職業能力開発大学校 

・東京都市大学 

・長野工業高等専門学校 

 

【 高校 の 部 】高校 １３ 校、 １５ チーム 

・栃木県立宇都宮工業高校 

・栃木県今市工業高校 

・新潟県立新潟工業高校 

・祐誠高等学校 

・山梨県立青洲高校 

・栃木県立那須清峰高校 

・東京都立田無工科高校 

・東京都立総合工科高校 

・山形県立山形工業高校 

・秋田県立大曲工業高校 

・埼玉県立熊谷工業高校 

・川崎市立川崎総合科学高校（２艇） 

・新潟県新発田南高校（２艇） 

 


